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（午後　１時３０分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、向山委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成２８年第８回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、８月（７月２６日から８月２５日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　向山委員　　　　マーチングバンドですが、指導者や生徒や楽器の問題があると思うのですが、引田小学校と本町小学校にあって大内小学校は何故ないのですか。

○　教育長　　　　　統合時に指導者の負担が大きいということを言われていました。もともと誉水小学校にあって、三本松小学校は今年からやめているので楽器類はあります。

○　向山委員　　　　私が個人的に思うのは、これこそ小中学校の連携で、同じ敷地内で楽器もあって、大川中学校の吹奏楽部の生徒がたくさんいるので、うまく連携できないかと思います。マーチングと吹奏楽とは違うと言われるかもわかりませんが、小中を繋ぐということで、一番行きやすい環境にあると思います。

○　教育長　　　　　できれば、して欲しいと思います。毎年、マーチングを聞いていますが、演奏が一番上手なのが引田小学校です。中学生と一緒に練習しているかどうかは分かりませんが、人数は少ないのですが抜群に上手いです。そういう意味で大内小学校もできればいいと思っています。

○　向山委員　　　　担当者のやる気だと思います。同じ敷地内で小中連携がなぜできなかと思って質問しました。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市県費負担教職員の自家用車の公務使用に関する取扱要綱の一部を改正する告示について
　学校教育課・久保課長、六車主事が要綱の改正点について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　県外の出張もいけるということですね。
○　久保課長　　　　県外へ行く場合は、自家用車で県内の最寄りの駅までとなっています。
○　山本委員　　　　特例というのは、ないのですか。

○　久保課長　　　　県の場合は、公共交通機関が第一ということになっています。

○　向山委員　　　　東かがわ市は鳴門市がすぐ横で近く、いろいろな交流があるので、仕方がないと思いますが、ちょっと考えて欲しいですね。

○　山本委員　　　　例えば市の公用車を利用することは可能でしょうか。

○　久保課長　　　　公用車を利用することは可能です。

○　向山委員　　　　近隣で全国大会等があったときに、旅費がない場合は、こういう方法があることを知らせて欲しいと思います。

■日程第６　議案　第２号　平成２８年度９月議会提出「平成２８年度教育関係補正予算」について
　学校教育課・久保課長、生涯学習課・中川副主幹が９月補正について説明。

<質疑>
○　吉田委員　　　緊急施設修繕はどのようなものを想定されているのですか。
○　久保課長　　　この９月補正の１５０万円の使い道は決まっていません。ただ、当初組んでいました、緊急施設修繕料は白鳥小学校のケーブル取替や電子黒板を２校で修繕と福栄小学校の受電設備改修等で執行済みです。残り半年間、どこで修繕箇所が出てくるか分からないので、今回１５０万円補正させていただきました。
○　吉田委員　　　白鳥地区の老朽化に伴って補正するものではないのですか。

○　久保課長　　　白鳥地区の修繕は、本町小学校のプール修繕、福栄小学校ではベランダ防水修繕をしています。全体的に修繕は行なっていますが、額的に大きいのは白鳥地区が多いと思います。

○　吉田委員　　　修繕箇所が増えてきているのですか。

○　久保課長　　　以前にお示しした学校づくり協議会の資料にありますように、かなり白鳥地区、三本松小学校の修繕料が嵩んできている状況です。

○　吉田委員　　　安全に関わる事なので、優先してやっていただきたいと思います。

○　教育長　　　　引田の図書室のＩＣタグについて補正をしていますが、来年度４月開館ということですか。
○　中川副主幹　　そうです。
○　中川課長　　　来年４月のスタートを目指し、引田庁舎の２階を改修します。工事期間は、１０月から年内を予定しています。その後、年明けには引田図書室に図書の搬入を行い２５，０００冊が入る予定であります。また、歴史民俗資料館等と合わせて３５，０００冊にＩＣタグをを貼っていこうと考えています。
■日程第７　報告　第１号　平成２８年度（平成２７年度対象）東かがわ市教育委員会の事務の点検及び評価について

　学校教育課・十河主査が経緯等について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　「親育ちプログラム事業」や「ベビープログラム事業」について定員が１４名に対して、参加者が１１名と無難な数字が出てきています。１歳から就学前子どもを持つ保護者が対象なのでちょっと気になります。東かがわ市の教育ことを考えるとこのあたりを、もっともっと盛りだくさんやって欲しいと思います。
○　中川副主幹　　定員は少ないのですが、人数が多すぎると意見を言いづらいことと、この事業で定員を設定されているので１回につき１４名までとしています。
○　向山委員　　　参加していない方にもこの事業を広めていただいて、もっと子育てのしやすい東かがわ市にして欲しいと思います。
○　吉田委員　　　３ページの総括で「重点施策と主要施策の関係が、はっきりしない点がある・・・」とあります。私も教育の大綱を決めるときに意見を述べたと思いますが、重点施策と主要施策のどちらが大事なのか、分かりにくいと思います。それと同じページに「費用対効果を意識する必要がある。このため、各事業名の後に決算額を記入する・・・」とあります。これも一つのアイディアだと思いました。もし、可能であれば、一般の方が見ても分かりやすいと思うので、お願いしたいと思います。４ページのふるさと納税に関することでは、「児童・生徒の感想や報告、行事への案内等を納税者へ配布する・・・」とあります。これも簡単にできそうな気がするので、商工観光課と連携してやって欲しいと思います。

○　久保課長　　　費用対効果につきましては、昨年度の会議の中でもご意見をいただいたのですが、事業内容によって費用が割り出せるものとできないものがありますので、一部については出すことは可能です。今後、検討させていただきたいと思います。ふるさと納税は政策課が担当しておりますので、政策課とどういうふうにお伝えしていくのか検討していきたいと思います。今年の予算で、ふるさと納税を充当している中には、各中学校の楽器を備品で購入しています。そういうものについては、統一してお返事をさせてもらおうと政策課と協議中です。重点施策と主要施策については、教育の大綱と関係してきますので、今後の見直しの中で検討していく必要があると思っています。

○　山本委員　　　１１ページの子ども会育成事業で「ラジオ体操も積極的に取り組むように啓発していく・・・」とありますが、私自身は毎日ラジオ体操をしてもいいのではないかと思っています。やはり体力が落ちている中で、強制的にラジオ体操を夏休み中にやりなさいというのは不可能なのでしょうか。そういった取り組みが体力の向上に繋がっていくのではないかと思います。それと食育推進事業について「家庭教育学級や母親代表委員で行なっている給食試食会は、毎年好評であり、新鮮な地産物の味や旬の味を感じることができる良い機会となっている。」とあり、昨年度も同じような内容でありましたが、最後に委員さんから「母親だけではなく、父親も参加できるような工夫、改善を求めていきたい。」とあります。今年の報告書の中に父親が参加したということはないのですが、今後計画があるのかお聞かせ願いたいと思います。
○　中川課長　　　ラジオ体操については、体力の低下、スポーツ人口の減少、これは本当に懸念されているところであります。そういう中でラジオ体操を含めた積極的な啓発を考えていきたいと思っています。
○　久保課長　　　食育につきましては、給食センターとしましては、現在のところ給食の試食会が、母親代表委員さんで構成される団体を中心にしておりまして、男性を対象にしたものができていないのが現状です。またＰＴＡにも働きかけて実施したいのですが、なかなか平日の昼食時間に合わせて実施することは難しい状況です。いろいろな団体からの要望に対しては、積極的に食育の推進ということで、働きかけはしていきたいと思います。ラジオ体操については、子ども会単位でやっておりまして、なかなか以前のように毎日というのを学校側がとか委員会が決めるというのは難しいと思います。

○　吉田委員　　　ラジオ体操は、子ども会だけというより、おじいちゃん、おばあちゃんとか地域や自治会を巻き込んでする方がやりやすいような気がします。
○　教育長　　　　地域とやるのはいいかもわかりませんね。
○　山本委員　　　ＰＴＡ連絡協議会、子ども会連絡協議会あたりと連携すると同時に自治会にも啓発をしていただけたら、私も参加したいと思います。

○　大久保委員　　７・８ページの土曜日授業運営事業、放課後児童健全育成事業、わくわくチャレンジ教室開催事業など、いろいろなものが増えて、子どもたちがどれを選ぶかというのが、難しくなってきつつあるように思います。他の事業と日程調整を図って、参加しやすいようにしてもらいたいと思います。それと夏休み英語クラブを覗かせていただいて、親子で参加している方が多かったと思いますが、とても楽しそうな感じを受けました。放課後英語クラブでも、時間的に保護者が参加するのは無理があると思いますが、親子で英語教室もやっていただけたらもっと広がりが出てくると思いました。それと図書館についてですが、図書館の職員の研修という場も、年に数回設けていただいて、市内で図書館に関係するような行事には、図書館業務に携わっている方は参加していただけたら、ありがたいと思いました。
○　中川課長　　　先程申しましたように、図書室また図書館が新しくできます。今の人員では、足りないので臨時職員になるか司書になるかわかりませんが、増員は考えていきたいと思っています。また、いろいろな研修がある中、情報共有をしながら、できるだけ参加しやすい体制を作っていきたいと考えております。
○　教育長　　　　議会への報告、それから市民への公表となりますので、ご意見等聞かれましたら、事務局で対応をお願いいたします。

■日程第８　報告　第２号　第２回しろとりの新しい学校づくり協議会の結果について

　学校教育課・児嶋副主幹が引田小中学校への視察及び白鳥中学校区の学校再編について
説明。

<質疑>
○　向山委員　　　１２ページの意見は委員さんの中での意見で、福栄小学校の保護者については、説明会をするのですね。個人的に言えば、さぬき市の前山小学校が今年度、閉校になります。特認校であったので、参考になると思います。大きな学校でも特別に配慮しないとけない子どもに対しては、何なりと手立てをしています。地域にとっての学校でもあるのですが、子どものための学校だと思うので、保護者の意見を十分聞いて進めて欲しいと思います。
○　久保課長　　　今回のＰＴＡ主催の福栄小学校の説明会では、これまでの経緯と現状を説明する形になると思います。
○　向山委員　　　地域にとって大きな事なので十分協議して欲しいと思います。

■日程第９　報告　第３号　平成２８年度土曜日授業運営事業にかかる１学期の実績報告について

　学校教育課・六車主事が土曜日授業運営事業の参加状況、予算執行状況について説明。

<質疑>
○　吉田委員　　　白鳥小学校は１・２年生が土曜日授業を実施していないのに、全校の児童に対しての申込みだから参加率が低いのですね。

○　教育長　　　　この参加率は１・２年生を除外したものに変えた方がいいですね。
○　久保課長　　　白鳥小学校につきましても、１・２年生の保護者からの参加の希望もございますので、小学校と検討中です。体制が整いましたら実施したいと思います。参加率の数字については、調整させていただきます。
○　吉田委員　　　１・２年生を除けば、他の学校と同じ８割ぐらいのなるのですか。

○　久保課長　　　はい。

■日程第10　報告　第４号　夏休み勉強合宿in東かがわの実績報告について

　学校教育課・久保課長が実施内容、参加者等について説明。

<質疑>
○　吉田委員　　　指導はどなたがされたのですか。
○　久保課長　　　指導は、英語のコーディネーターと外国語の支援員、英語のスタッフの地域おこし協力隊で指導にあたりました。参加者８人の内、ほとんどが塾に通っていない生徒で、今年度はこれとは別に政策課が企画をして、域学連携事業で香川大学の学生がきて、日中の勉強会を実施しています。
○　向山委員　　　各自が持参した学習教材への取り組みとありますが、各自がもってきたのですか。
○　久保課長　　　eライブラリの中には過去の試験問題が出るようになっているので、問題も準備していたのですが、中学校の宿題が多くて、なかなかそこまでいかないようでした。
○　向山委員　　　私は、宿題を有効に活用しないといけないと思いますが、子どもたちは宿題が多すぎてアップアップ言っている状態です。受験勉強もいろいろあると思いますが、この勉強合宿で勉強の仕方を教えたらいいと思いました。
○　久保課長　　　もちろん目的はそこで、学力の向上もそうなのですが、座って集中して自分で勉強する、きっかけや習慣を付けることが勉強合宿の目的です。
○　教育長　　　　理想は、eライブラリを導入しているので、そこで自分で選択してやっていくのが一番だと思います。
○　吉田委員　　　これは、自主的に申し込んできた生徒ばかりですか。親に言われて参加した生徒もいるのですか。
○　久保課長　　　ほとんどが自主的に申し込んでいると思います。

○　大久保委員　　中学校で、先生からこの申込書を配られるのであれば、その時に一言、去年の実績とか個人的にも行った方がいいとか、背中を押してあげれば変わってくるかなと思います。

○　吉田委員　　　去年の生徒は成果があったのですか。

○　久保課長　　　４人とも希望した高校に入学しています。

■日程第11　報告　第５号　夏休み英語クラブの実績報告について

　学校教育課・原主事が参加者、アンケート等について説明。

<質疑>
○　山本委員　　　４８人のうち１名だけが、「楽しくなかった。」とあったのでどういうことかなと思ったことと、保護者のアンケートで、三本松小学校と本町小学校でとったアンケートは４項目あったのですが、今回は２項目だけであったのでしょうか。
○　原主事　　　　それ以外の質問もありました。それに対して、２つの回答でありました。
○　山本委員　　　「楽しみにしていない。」「あまり楽しみにしていない。」の項目はあったのですが、この２つの回答だったのですね。

○　原主事　　　　はい、そうです。

○　吉田委員　　　私も、娘の子どもと一緒に参加させてもらいました。大変喜んでおりました。初めての試みなので準備が大変だったと思います。親も参加した方がいいとか、いろいろ実施されたスタッフは感じていると思うので、来年以降もっといいものができるだろうと期待しています。参加保護者を巻き込んだようなゲーム等もあって、市内全体の英語力の底上げを図っていく必要があると思います。例えば、クラフト作りであれば英語だけ指導できると思います。そういう時間を作って保護者や幼児を巻き込んで、いろんな形でどんどん英語力の底上げを図っていくいい起爆剤となると思うので、期待をしています。ちょっと騒がしかったと思います。
○　久保課長　　　事業自体の中身より他のそういう問題点も出てきましたので、次のステップになる取り組みになったと思います。またアンケートの取り方は事業ごとに考えていきたいと思います。

○　吉田委員　　　子育て支援課にお願いして、幼稚園でもやって欲しいですね。子育て支援課も外国語に親しむ事業をやっているのですね。

○　久保課長　　　子育て支援課とは協議中で、学校教育課にスタッフがいますので、日中の時間は出やすいので可能かなと思っています。
○　教育長　　　　中身が同じようなことをしているので、どうやってステップアップするか考えていかないといけないと思っています。

○　向山委員　　　幼稚園、放課後英語クラブ、小学校で外国語活動をやっていますが、引田中学校には部活動で英語部があります。その生徒が指導者ではないのですが、一緒にサポートする中で自ら勉強して、弁論大会にも出るような英語部にして欲しいと思います。
■日程第12　報告　第６号　東かがわっ子わくわくキャンプ教室の実績報告について

　生涯学習課・中川副主幹が実施内容等について説明。

<質疑>
○　教育長　　　　スタッフは昨年より増えましたか。

○　中川副主幹　　昨年は、３ヵ所に分かれて実施していましたが、今年は１ヶ所なので生涯学習課全員で取り組みました。

○　吉田委員　　　いろいろな会の方が参加してくださったのですね。

○　中川副主幹　　子ども会と市民会議と合同で実施しましたので、子ども会やジュニアリーダーもお手伝いしてくださいました。

○　向山委員　　　病気や怪我人は出なかったのですか。

○　中川副主幹　　ちょっとした火傷はありましたが、大きな怪我はなかったです。

○　向山委員　　　火をつける事からはじまって、いろんな発見があると思います。
○　中川副主幹　　マッチをすれない子どももいます。

○　教育長　　　　ほとんどが初めての体験だと思います。

○　向山委員　　　保護者の意識ですが、親は自分が子どもの時にできていたのだから、当然子どももできると思っています。２日目の英語でゲームの感想で「英語で遊んだ中で、借り物競争が楽しかった。」とあります。このように運動でも何でも、吉田委員さんが言われたように、東かがわ市を挙げて英語活動を意識したものを、どんどん取り入れていけばいいと思います。子どもからこういう意見が出ているので、学校行事や運動会の種目にも、ちょっと英語をいれたりとか、東かがわ市独自のもので、いろんな所で意識をもてば、東かがわ市全体が盛り上がってくると思います。
○　山本委員　　　去年は、校区ごとに実施して、今年は引田で実施して、いい結果が出た感じですが、次年度はどのように実施するのですか。
○　中川課長　　　３ヵ所でするよりは１ヶ所でした方がスタッフも充実してきますので、その方向で継続していきたいと思います。

○　山本委員　　　やっぱりキャンプファイヤーは、一つにまとまって今回の試みは良かったと思います。

○　向山委員　　　防災術の体験も正解だと思います。

○　大久保委員　　希望ですが、キャンプといえばカレーと思いますが、スタッフに食生活改善協議会の方がいるのであれば、郷土料理的なもので子どもたちが気軽にできて、伝承できるような献立を考えて欲しいなと思います。
○　中川課長　　　何か一品いれるとか考えたいと思います。

○　山本委員　　　カレーがなければ、何故ということになるのでしょうか。

○　教育長　　　　ご飯を炊くのに失敗しても、カレーでごまかせるのでカレーが多いのだと思います。

○　大久保委員　　うどん県なので、うどんを作ってカレーうどんにするとか、そのような郷土料理的なものを考えてもらいたいです。

○　吉田委員　　　学校別の参加率はどうでしたか。

○　中川副主幹　　引田小学校が１３名、本町小学校が１３名、白鳥小学校が８名、大内小学校が４名、三本松小学校が３名の参加でありました。
○　山本委員　　　こういった企画はどなたがするのですか。

○　中川副主幹　　生涯学習課の担当を中心に課で話をしながら決めています。

○　山本委員　　　全体的に、いい企画になっていると思います。

○　吉田委員　　　英語があり、最後にボランティア活動まであっていいと思います。

○　教育長　　　　来年度も充実したものにしてもらいたいと思います。
■追加日程第１については非公開とする。
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